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崎大学の将来の情報処理の在り方等について慎重に審議の上、平成 4年 3月 31日
開催された第 6回委員会に於て仕様案を決定した。










(6) 新システム入札公告を 5月 21.日付文部省官報に記載し、 6月 12日説明会を開催
した。
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部で 5万円ぐらいだったろうか。とれに B5版、 250頁のマニュアル本がついていた。と
の本に模範プログラムと BAS1C言語の説明があった。 iFOR-TOJ文のとと i1F-






























































・マイコン統計手法 BASIC版，藤井良治，秋葉出版， 1986. 




・新しい教育の心理統計・ノンパラメトリック法，岩原信九郎， 日本文化社， 1981. 
・統計数値表(JAS)， 日本規格協会， (JAS)， 1972. 
注 3) 














































































































































































5.3 r情報処理 IJと「情報処理 1Jの講義内容
















































































































[1]大岩元:一般情報処理教育，情報処理，第32巻，第1号， pp.1184 -1188 
(1991 ) 
[2]大岩 元:一般情報教育の理念と教育内容，平成4年度情報処理教育研究集
会講演論文集， pp.9-20 (1992) 
[3]野崎 剛一:本学における一般情報処理教育の現状について，長崎大学総合情
報処理センター「センターレポート J，第 11号， pp.16 -21 (1992) 
[4]野崎 剛一，鶴 正人:一般情報処理教育と計算機演習環境，平成3年度情











































## Which do you want as your default window system ? ## 
(type the letter next to your choice， then press theくRETURN>)





























9HVP Complex with A・74704
lHVP Complex with substrate 
5HVP Complex with acetyl・pepstatin
d 、蛋白質の立体表示
まず初期条件として、骨格構造で描かれる。 Styleから 2nd-Structを選ぶ






























































Oから 15までの数値で設定され、パレットレジスタにはドットのデータ Oから 15t'C対応
する色識別番号が赤・緑・青の各色データによって指定されるo また、 VRAMおよびパ
























































色識別番号 表不色 色識別番号 表示色。 黒 8 緑(暗)
1 灰色 9 緑(明)
2 青(明) 1 0 空色(暗)
3 青(暗) 1 1 空色(明)
4 赤(暗) 1 2 黄(暗)
5 赤(明) 1 3 黄(明)
6 紫(暗) 1 4 白(暗)















始点、 ptlと終点 pt2の聞に ltypeで指定した線種および lcolorで指定した色












int gpoin t (ptμolor) 





















グラフィックスの初期化 92H AH =80H 
パレットレジスタの設定 92H AH =83H 
DS:DI=パラメータの先頭アドレス
画面消去 92H AH =84H 
背景色の設定 92H AH =90H 
DX=背景色の色識別番号






























センターの ID交付数を調べてみると、平成 3年は全体で 359課題(うち、工学部は




























































































































[1]平成 3年度センター利用申請課題一覧 長崎大学総合情報処理センター 「セン
ターレポート第 11号Jpp.95-112 1992 
[2]平成 4年度センター利用申請課題一覧 長崎大学総合情報処理センター 「セン
ターレポート第 12号J1993 
[3]情報処理センター協議会資料 1992 
[4]川添、静家編 「キャンパス・ネアートワークJ 第 3部 bit別冊 共立出版
1990 
[5]例えば、松延 「地域ネットワークの展開-KARRNの現状と課題-J JAIN 
































































項 目 短波長用ケープル 長波長用ケープル
波 長 0.85 μm  1.3 μm  
伝送損失 3.0 ds/Km 1.0 ds/Km 
伝送帯域 200-400 MHz・Km 400-600 MHz・Km
伝送容量(速度) 100Mbpsオ一死一 100Mbpsオーダー































































































1 00 6 
光ファイパケープル MFL 4XSG 
3 0 0 4 




































































山花田 「長崎大学全学 LANの構築と運用J 長崎大学総合情報処理センター「セ
ンターレポートJ 第 12号













































ります。幸い今回の学内 LANでは、センターの TTY中継マシン側が INSネット 64対
応となってくれるとのととですので、 TAを利用し、 9600bpsの非同期通信が可能となり
ます。また、 INSネット 64は1回線で 2B+D(2本の情報チャンネル (B)と1本の制御
信号チャンネル (D))となっていますから、 2回線で同時に 4台のコンビュータが通信で
きるわけです。更に、一般公衆網 (0発信)7回線がすべて話中になった場合、新しく発















には、 8列 16台のテープルが置かれ(1列に 2台)、 1台のテープルの上には 2台のパソ
コンと 1台のプリンターが載っています(パソコンとプリンターとは自動切り替え機で繋
がっています)04つのテープルの 8台のパソコンが 1台の TS(ターミナルサーバー)tc
繋がれ、 4台の TSは部屋に引き込まれたイーサネットケープルに繋がれています。 32台
のパソコンは PC-9801VX、RX、DXが31台、 DAが 1台で、その内、 HDD(40MB、
120MB、170MB中心)装着機が 18台です。 HDD装着機には原則として、 2ないし 4MB
の RAMを入れ、マウスも付けるようにしています。また、 DAを先生機とし、データ
プレゼンターで、モニターの画面を OHPスクリーンに投影するととも計画しています。















































































MicroVAX 3900 (DEC) 





画像処理:View2000 (Virtual Imaging) 
画像フレームメモリ:2048 x 4096 x 16bits 




画像処理:Tospix-i & AS3260C (東芝)
画像フレームメモリ:2048 x 1024 x 8bits X 4 
画像表示:1024 x 1024 X RGB各 8bits
OS: UNIX 
4.画像表示端末
PC-9801RX (NEC) 40MBHD 
画像メモリボード:ハイパーフレーム 640X 400 X RGB各 8bits
5.ローカルエリアネットワーク (LAN)
イーサーネット 全長:500m X 2、データ転送:10Mbits/s 











































プロトコルを持ち、 Mac同士をつなぐには LocalTalkとよぶ転送速度 230Kbits/sのネッ
トワーク回線が簡単である。より高速のイーサーネットを利用するためには Mactcイー
サーカードを付けて回線に接続している必要がある。またインターネットでは電子メー












送を行うためには NCSA Telnet-Jというソフトがある。とれは Unixではおなじみの






1 MacTCP仕 Apple社が有償で配付しているものである。漢字 Talk7、即ち system7.1 tc対応したもの
はMacTCPl.1.1であるが、面白いととにひとつ前の verslOn、MacTCP1.1はeudoratcパンドルされて無















ている UNIXホストで pop3ヲSMTPを動かすととが必要であるo 現在、歯学部附属病院



































































































































































































巴~ IUXP/" TELHET (uxp) 
京ご I~ogln: f8466 
IPass・ord:
直面可flitsuUXP/円(州
|県副 ICopyrlght(c) 1984， 1986， 1987， 1988 RTLT 
chet I Ccpyrlght (c) 1991 FUJITSU LI削 TED
IRI I Rights Reserued 
















国 4.2 BSD UHIX (kapllan) 
logln: ohkl 
Pass・ord:
Lasl Icgln: "on Jan 18 15:48:35 (r。摘hkl
RS3888 UHIX 4.2 Uerslon 3.3 (GEHERIC) 13: Tue Dec 6 88:57:88 JST 1988 
sakl Unlυersltu School of Dentlstru. Dental Hospltal 
Welco・eto VAX/V"S V5.5 
Last Interactlυe logln on Wednesday， 13-JAH-1993 18:41 







228 SU"EX曲目1"FTP serυer (Uerslon 4.196 ~on Jan 13 13:52:23 PST 1992 
user 
I e.~ I~:~r~~・e: anonyl。凶
t.:!!:且 1331Guest 1091n ok， send lall address (u5er~host) as pass・ord.
t・uゅ 1238Guest connectlon accepted. Restrlctlon5 apply. 
直面 icdハnf叩 C
1258 CWD cOlland successful. 
to$tw倒 115-1 
~I~~~ PORT cOlland successful. 
「、 1158Openln9 ASCII lode dαta connectlon for Ibln/ls. 
::::~I Itotal 61 
制卜町一r-- ・aClod 1316 Oct 14 82:15 8Sreadle.txt 
Idr・xr-xr-x 2・aClod 6656 Jan 18 86:23 app 
dr・xr-xr-x 4・aClod 2568 Jan 18 86:23 arl 
dr・xr-xr-x 3・aClod 3584 Jan 18・6:23card 
2 ・aClod 3872 Jan 18 86:23 co・倫
2・ac・od 3872 Jan 18 86:25 cp 
2・ac・od 1536 Jan 15 21:23 da 
2・ac・od 2848 Jan 18 86:23 del。
6・aClod 512 Jan 12 82:56 dlgest 
2・ac・od 2568 Jan 18 86:25 ex 
2・aClod 512 Jan 18 86:23 fkey 
3・ac・od 1824 Jan 14 22:19 font 






























Depl. of OrDl RDdlology 


















Fr帽:融l敏司It.，.由.r時措1;.1.配.Jp (幽舗f181倣 1) 
紬 j舵 t:A .情W 胸 蜘t帽
蜘ss<瑚..ID:<1磁泡却，11.・153崎.127潤恥i健)()Id.cc.na倶sakl-u.ac.Jp
知鴫r:"'"輔副蜘Id.∞.na脚 akl-u.ac.Jp
Org;聞 lzatlan: 附句~I 出Iv. 批判)0 1 of Dent Istry 
Dlstrl凶 tlan:間関誌l-u





Th1s 11he 1・t伺 treleue of Supe同loclcl，・ωntrolpenel tMt cIspl・w
the t1rne on the同ghtencl o( the同 nuber. This venlon has 純同 b咽
1'Ix.， ne'w' fe.tures，.tc. SuperCloelcl ・nddocument.tion・r.lncll励 CI.
SuperCloekl r珂uire.Svstem 6.0.7 or 1・ter.
.teve 
(Thia 1'1. must beωnve同吋'w'1thBlnHex 4.0) 
:&.90eF・913(1・(B1XK)$3Z--t・，ROTG!・6593K制 P8)3!!!!・門"!!・([eO*9-"











ため、平成 2年度よりワークステーション(以下 WS)を中心とした NEECS(Nagasaki 









































富士通 S・4/2，モノクロ 19インチディスプレイ，主記憶 32MB，二次記憶1.5
GB 
ーサーバ WS9台





富士通 S・4/LC，モノクロ 17インチディスプレイ，主記憶 8MB(現在 16MB)
.専門教育用 WS群 (26台)
一専門教育 WS用サーバ 1台
富士通 S・4/2，カラー 21インチディスプレイ，主記憶 32MB，二次記憶1.5GB
ーメール，ニュース，ネームサーパ 1台
富士通 S・4/IP，モノクロ 17インチディスプレイ，主記憶 24MB，二次記憶
1.3GB 
一専門教育 WS(モノクロ)19台
富士通 S・4/IP，モノクロ 17イAジチディスプレイ事主記憶 8MB，二次記憶
660MB 
ー専門教育 WS(カラー)5台
富士通 S・4/IP，カラー 17インチディスプレイ，主記憶 12MB，二次記憶 660MB
・画像処理用 WS1台
富士通 FIVIS/VWS，カラー 20インチディスプレイ，主記憶 16MBヲ二次記憶
400MB， U-matic VTR，フルカラープリンタ
図 1は、 NEECSシステムのネットワークの構成を表している。との図からもわかる



















































本学科て味Ij用可能なサーピスとしては、 NFS(NetworkFile System)[2][3][4]， NIS(Network 






























































































[1]粛藤明紀，山口英.UNIX communication notes通信の基礎 (1).UNIX MAGAZINE， 
Vol. 5， No. 4， pp. 37-49， 1990. 
[2]下山智明，城谷洋司.SUNシステム管理.アスキー出版局， 1991. 
[3] Hal Stern，倉骨彰訳，砂原秀樹監訳.NFS f3 NIS.アスキー出版局， 1992. 
[4]歌代和正.NFS. UNIX MAGAZINE， Vol. 5， No. 7， pp. 41-51，1990. 
[5]川辺義勝.NIS. UNIX MAGAZINE， Vol. 5， No. 7， pp. 52-62， 1990. 

































































センタ一計算機システムは、平成 4年 7月 13日に入札が行われ、 7月 24日の開札の







仮想計算機モニタ (AVM/EX)のもとで、汎用 OS(IBMMVSと互換)の FACOMOS 1 
V/MSPとUNIXシステムの UXP/Mの両方を運用している。
























































VP1200モデル 10上で仮想計算機システム (AVM/EX)を動作させ、汎用 OSの OS
N/MSPと世界標準の SystemV Re14.0準拠の UNIXである UXP/Mの 2つのオベ
レーティングシステム (OS)を稼働させる。
以下に、 OS別の言語プロセッサ一覧及び、応用ソフトウェア一覧を示す。
0汎用 OS(OS N /MSP)の言語プロセッサ














O UNIX OS (UXP/M)の言語プロセッサ






























































































部 屋 名 装 置 名 4ロ4 数
第 1端末室 FMR・60HE2パーソナルコンビュータ 64 
FMLBP115レーザプリンタ 13 
第 2端末室 FMR・60HE2パーソナルコンビュータ 10 
FMLBP115レーザプリンタ 2 
第 3端末室 ワークステーション S-4/IX 1 
ワークステーション S・4/EC 19 
ワークステーーションプリンタ 1 
第 1研究端末室 ワークステーション S-4/IX 1 
ワークステーション S・4/EC 3 
X端末 4 
ワークステムションプリンタ 1 




ワークステーション S・4/IX 1 
ワークステーションプリンタ 2 
第 2研究端末室 FMR-60HE2パーソナルコンビュータ 3 
FMLBP115レーザプリンタ . 1 
ワークステーション S・4/IX 2 
ワークステーション S-4/10GT 1 
ワークステーションプリンタ 1 
- 80一











形 態 TSS ノ、t ツ チ L、〆， ヨ プ
ジョプクフス A B C D F L H G 
CPU時間




基本 (MB) 3 5 5 5 5 5 5 2 5 
最大 (MB) 5 5 5 5 50 50 5 2 50 
フイ y
プリンタ
枚数 300 300 300 6000 300 300 200 6000 
行 数 10000 50000 50000 50000 360000 50000・ 5000 50000 360000 
EXCP回数 30000 60000 60000 60000 無制限 100000 200000 5000 無制限
備考
ジョプクラスの処理内容
A， B， C ・・・・・ 標準ジョプ
D， F ・・・・・ 標準外ジョプ
L … 磁気テープ装置利用ジョプ
H ・・・・・ 大学問ネットワーク (N-1ネット)利用ジョプ
G ・・・・・ ベクトルプロセッサ (VP)利用ジョプ













/ /F1234# JOBヲCLASS=G ・・・ CLASS=Gの指定
/ / EXEC FORT ，VP= YES ••••••• VP= YESは必須










PERMIT TEST.FORT77 ID(F1234) ACCESS(READ) 





- 82 ~ 
2ふ 1 カット紙プリンタ (CLP)
カット紙プヲンタでは、用紙に普通紙(カット紙)が使え、縮小印刷が可能である。
設置場所とプリンタ IDは次の通り。
設 置場所 |プリンタ IDI別 名






PRINTMODE(PORT I LAND I LP I ZOOM I PZOOM) 

















** INFORMATION BEGIN *牢牢
CODE NAME USER ID WRITER POS STAUS CURR-PAGE 
000193 F1234 F1234 OPEN 1 PRINTING 0 
- 83-




















































現在の標準は 1978年に ANS1(AmericanNational Standards 1nstitute)が出した規格









































DO 10 1=1，10 !INITIALIZATION LOOP 



































とれまでは、 DOUBLEINTEGERを宣言しでも 4パイトまでだったが 8パイト























































DO 30 J=1，10000 































/ /FOOOO* CLASS=G 
/ /EXEC FORT，VP=YES 















o FORTRAN77 EX tc関するもの
-竹生政資新コンパイラ rFORTRAN 77 EXJについて
九州大学大型計算機センタ一広報 Vo1.24 No.5 pp.523-540 1991.9 
・富士通株式会社 FORTRAN77文法説明書 1991;年 6月版
99S P -8032-1 
- 92-
-富士通株式会社 OSIV /MSP FORTRAN77 EX使用説明書
V12用 79SP・5031-1
-富士通株式会社 OSIV FORTRAN77 EXメッセージ説明書
V12用 70SP・5321・1
。ベクトルプロセッサに関するもの















汎用計算機の UNIXシステムは機種更新を契機t'CUTSから UXP1M t'C更新された。旧


























































• LEAD/C86(インテル 8086用 C言語のクロスコンパイラ)

































































#include <stdio.h / *stand紅 di/o キ/>
↓ 
#include <stdio.h> /キstandardi/o ホ/
同一有効範囲で、同一名の指定は許され
ない。タグ名を一意に指定する。
-1 struct tag { int a; }; 
union tag { int b; }; 
struct tag { int a; }; 




#define a2 ' 
charキp=alABC";
char c = a2ラ;
charキp="ABC't;
char c " ; 
対処方法なし。
#define a(i) (i) 
a( b c );→( b 
#define a(i) (i) 
a( b c );→ (b c); 
5. I LONGLONGを既定義マクロとし ILONGLONGを1で defineする.。





用体を指定できない。 struct tag { int a [ ] ; };
struct tag { int a [ 1]; };
7. I大きさの指定の異なる配列の定義と 配列の大きさを同ーにする。
宣言を指定できない。 extern int arry [ 3]; 
int arry [ 5]; 
extern int arry [ 5]; 
int arry [ 5]; 
8. I型定義名と型指定子を組み合わせて 型定義名だけで宣言するo
一つの型として指定できない。 " typedef int INT; 
unsigned INT ui; 
typedef unsigned int UINT; 
UINT ui; 
9. I int~の最加超える定数式を指|定数式を un制型で演算し、結果を
定できない。 int型に型変換するo
Ox7ffff町 +1; 




union tag { char a [ 6]; 
int b ; } ; 
if(sizωf( union tag ) = = 6) 
printf(" AC = 6つ;
else 
printf('~ FJC = 8 "); 
。。nu 
表 3:FORTRAN言語の非互換項目 (言語仕様)
NO. 分類 項 目 対処方法






2. 定数 1 2進定数 AC:Bツの形式で記述する
A B..の形式で記述する
2 8進定数 AC :0¥Jの形式で記述する
B..又は Z. の形式で記述する
3 16進定数 AC :Z¥Jの形式で記述する
Z. の形式で記述する
3. 宣言文 1 IMPLICIT UNDEFINE IMPLICIT NONEにする
2 DOUBLE COMPLEX COMPLEX*16にする. 
3 AUTOMATIC/STATIC 削除する
4. 代入文 1 2バイト整数型の変数への 4パイト整数型の変数に文番号を
文番号代入 代入する
5. 手続き 1 再帰呼出し なし





7. 関数 1 AND IAND組込み関数を使用する
2 IARGC 悲し
3 IRAND， RANDヲSRAND なし







NO. 分類 項 目 対処方法
1. コマンド 1 打7 加を使用する
2 m打7 mfrtを使用する
2. 入力フア 1 .e :EFL なし，指定しない
イル(打7) 2 .r :RATFOR 
3 .c :C 
4 .s :AS 
3. コマンド 1 -p :profile file なし，指定しない
option 2 -0 :最適化オブジェクト ーOs[，-u[-p]を指定する
(打7) 3 -S : ASソース出力 不要であり、指定しない
4 -i2 : 2パイト整数型 -Aiを指定する
5 -onetrip : DO-loop制御 -v を指定する
6 -vを指定する
7 -66 : F66仕様抑止 なし，指定しない
8 -Tk :パス指定 不要であり、指定しない
9 -TRn :手続き Reg.
10 -DRn :データ Reg.
1 -LRn :リテラル Reg.
12 -c :添字検査 -Daを指定する
13 -U :大文字/小文字の異 なし、指定しない
種扱い
. 
14 -u :暗黙型宣言抑止 なし、指定しない
15 -V : Verbose MSG. なし、指定しない
16 -w :警告 MSG.抑止 -Ssを指定する
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JCET020 SYSTEM READY 
国高己 ~露中 ロ29 評一一英司、
画面2MSP接続画面
との状態で










































































* ******************* * * **********本ヨド******* * 






FM X WindoωSystem V4.1 * * * * 
* * 
* * * * produced by FUJITSU LIMITED 1989-1992.* * 
* * * * * * 





















食 入力してください * 
1.ユーザ名 f0004___ 
2. '"スワード 材料材一








2. Q u i c k -B A S 1 C 
3. ファイル転送
4. M S -D 0 Sの利用
5. センター利用メニューに戻る





















































































































FTP V1. 1 L20 
Copyright (c) 1990 ASCII Corporation 













put a:xxxx.xxx yyyy 
と入力すると、上の方の A ドライプに入れてあるフロッピーディスクから、 xxxx.xxx
というファイルをシステムに対して転送する。システム上では yyyyという名前のファイ
ルになる。
(注意) 転送された日本語のファイルは漢字コードが SJISなので、 UXP、
ワークステーション上で正しく読めない。転送後は必ずUXP、ワークステー
ション上で




get yyyy a:xxxx.xxx 
と入力すると、システム上の yyyyというファイルが FMRの上の方の Aドライプに
入れてあるフロッピーディスクへ転送され、 xxxx.xxxという名前のファイルになる。な
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富士通が SUNMicrosystems社(以下、 SUN社)からの OEMを受けて販売している S
シリーズワークステーション (SUNワークステーション同等品であり、以下、 SUNWS 
と略す)の集合体である。
1. SUN羽TS
機種 台数 SPECint92 SPECfp92 メモリ (MB)
S-4/10M30 1 45.2 49.4 
S-4/10GT 1 4"5.2 49.4 
3 21.8 22.8 
S-4/IX 7 21.8 21.5 
S-4/EC * 30 18.2 17.9 
* :ディスクレス含む
2. X端末 (Xstation) 4台
3.利用者ファイル等の共用ノ、ードディスク 約 8Gパイト





























ぶ。 3.2節参照)で利用する。ただし、 FMRパソコンの場合、 TTY端末インタフェース
(文字ベースのディスプレイ/キーボードのインタフェース。以下、 TTY環境と呼ぶ)も
選択できる。また、第二研究端末室の SUNWSでは、 Sunviewや OpenWindowsの環境
も選択できる。
|部屋 |端末種別(色:インチ数:利用環境) 同薮1主な用途
第一端末室 FMR(C*:15:TTYヲX) 64 一斉講義/演習
第二端末室 FMR(C:15:TTY，X) 10 自習
第二端末室 S-4jEC(M*:17:X) 19 小演習、自習
S-4jIX(M:19:X) 1 
第一研究端末室 S-4jEC(M:17:X) 3 研究
S-4jIX(M:19:X) 1 
Xstation( C:17:X) 4 
第二研究端末室 S-4jIX( C:19:TTY ，X，SunviewヲOpenwin) . 2 研究
S-4j10GT(C*キ:21:TTY，SunviewラOpenwin) 1 
FMR(C:15:TTY，X) 3 






































































t民p > 2 
訟m¥!i官官ral) '> 3 
~(Fortr胡 S四む軍)==> 4 
~(型aU皿ti~a) =====  
~(Ss拘t.e.) > (， 
SiJn(Atlas) '> '7 
# l出 K釧 JI叩】(windo刷(kin凹t2)=> k 
#Ex to  or q 











































































4. SUN WSから logoutコマンドでログアウトすると、自分の計算機に戻る。












ディスプレイは、 SUNWSの一部(第二研究端末室)、 X端末及び FMRパソコンがカ
ラーで、他の SUNWSはモノクロである。ただし、 FMRをTTY環境で使う場合は、
モノクロ。
キーボードは、すべて JIS系ではあるが、 SUNWS(Type5-JIS)、X端末、 FMRでそ
れぞれ異なる。
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1.まず、 CTRL，ESC， Backspace， Delete等の制御キーや、!， @，¥ し|等の記号
キーの位置を確認する。特に、 SUNWSでは、 ESCぅ CTRL， I等が変なととろ
についていて、使いにくい。








5. r同通貨Jマーク(￥)は、 ¥と同じ文字コードであり、画面上は、 ¥で表示さ
れる。






一方、 Macintosh tc代表されるパソコンのウインドウ環境(あるいは、 GUI=Graphical























ーより上位レベルのライプラリ (Athena，XView， OPEN LOOK toolkit等)が整備









1) SUN WS上の Xl1/R5附属のサンプル Xサーバ (PDS)





































































/home/cc/f1234 bachy'(f1234)10 cd test 
/home/cc/f1234/test bachy'(f1234)11 cd / 
/ bachy'(f1234)12 cd 
/home/cc/f1234 bachy'(f1234)13 
のようにディレクトリを移動するとプロンプトも変わっていく。
3. UNIX BSD4.3及び SVR3.2相当の標準コマンドや言語ライプラリ (Cノマインド、
一部 FORTRANパインド)が利用できる。一覧を調べたい時は、
/home/cc/f1234 bachy'(f1234) 10 m也 1intro 
- 127一
で、標準コマンド一覧を、
/home/cc/f1234 bachy'(f1234)11 m組 3intro 
で、標準ライプラリー覧を見るととができる。
3.4 基本環境の設定




































































医学部 . me 
歯学部 de 
薬学部 ph 
工学部 l号館 en 















から操作できる。 2DDj2HDの FDをUNIXのtar，dd等で操作できるが、 mtype，













エディタとしては、 UNIX標準の viと、 PDS(パプリックドメインソフト)の代表格で
ある emacsが利用でき、ともに日本語が扱える。市販の解説書もいろいろ出ている。
X環境では、 viは、 kterm上で起動する。 emacsは、単独の Xクライアントとして
起動する(別 windowが開く)方法と、 kterm上の TTY環境のプログラムとして起動す
る方法とがある。センターの標準では、通常は前者になる。後者の方法を取りたい場合
は、 -nwフラグ付きで起動すればよい。





emacs egg， skk等の emacs専用(内部)機能を使用
-nw付きの場合は kinput2も使用可
















1. xccmenuで初めに一度、 kを入力しておく。との時、 kinput2というプログラムが
パックグラウンドで立ち上がるのにしばらく時聞がかかるので、 2.より 1分以上
前に実行するのが確実である。



























2次元国際標準GKSとして SunGKSが、 3次元国際標準f>HIGSとして SunPHIGS
が、 C及び FORTRANから使える。
















































































Ihome/cc/f1234 bachy'(f1234)10 ma且 m組
と入力すればよい。さらに、との出力は 4.1節のプリンタに直接プリントアウトできる。
例えば、以下のようにすれば、第一研究端末室のプリンタ K出る。
Ihome/cc/f1234 bachy'(f1234)11 m組 m祖 Ilpr -Pkenl 
本稿に出てくる単語(キーワード)は、ほとんどすべて manコマンドで引ける。例えば、
X Xt-intrinsics archie bison 
cc csh dbx dos2unixtxt 
dvi2ps dvi2tty emacs 打7
from ftp gawk gcc 
ghostview gn gnuplot kermit 
kinput2 kterm lpr mail 

























一定積分 J;sin( sin( x) )dxの数値計算






/home/cc/f0003 godel%(fω03)62 math 
Mathematica 2.1 for SPARC 
Copyright 1988-92 Wolfram Research， 1nc. 
--Xllωindoωs graphics initialized -
1n[l]:= N1ntegrate[Sin[Sin[x))， {x，O，Pi}) 
Out (1) = 1. 78649 
1n(2):= v = NDSolve({ゲ'[x)+Sin[x)̂2y'(x)+蜘)== Cos(x)̂2， 
y(O) == 1. y' (0) = O}/y， (x，O，20}) 
IOut (2) = {yー>InterpolatingFunction[{O.， 20.}， <>)}} 
In(3):= Plot(Evaluate(y(x) /. v)， {x，0，_20}) 
Out(3)= -Graphics-
In(4):= Plot3D(Exp(一(x̂2+ŷ2))，{x，-2，2}， {y，-2，2}J 
日ut(4)=ーSurfaceGraphics- I i 
In(5J:= • 
回
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てセンターの各システム (MSP，UXP， SUN WS)を利用する方法を簡単に説明する。
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1 センター設置リモート端末からの利用 140 
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2.2 I¥1SPへ直接接続して利用する方法 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 146 
2.3 ファイル転送の方法 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 147 
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3.2 UXPへ直接接続して利用する方法 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 148 
3.3 SUN WS tc直接接続して利用する方法.. . . . . . . . . . . . . . . . . . 148 
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| 学部名等 i設置場所 |機器の種類
教育学部 情報処理室 (3F) WS+プリンタ
経済学部 東南アジア研:資料室 (1F) 羽TS+プリンタ
商科短大 電算室 (4F) NWC(ターミナルサーバ)
医学部 情報処理室 (4F) 羽TS+プリンタ
歯学部 歯科理工第 3研究室 WS+プリンタ
薬学部 情報処理室 (3F) 羽TS+プリンタ
工学部 (1号館) 旧電算室 (2F) WS+プリンタ， FMRヲCLP本
工学部 (2号館) 端末室 (421号室) 明TS+プリンタ
水産学部 情報処理室 (3F) 羽TS+プリンタ
教養部 印刷室 (1F) 羽TS+プリンタ
熱帯医学研究所 資料収蔵室 (3F) WS+プリンタ
附属図書館 本館閲覧室 (3F) FMRラプリンタ





























モデム 2400bps( v .22bis) 最大 9600bp♂ 文教 3606 (代表)
1200bps(v.22) 坂本 4740-4743 
片淵 264-265 
外線 45・3004(代表)






Welcome to Nagasaki Univ. Computer Center 
<< Where to and how to login/logon? >> 
1: MSP with TISP 
( 2: MSP with FCAT -obsolete ) 















PLEA5E KEY 1N "TERM1NAL TYPE" (E:END;Y.X:XTERM6683，NULL:HELP) ーー申〉







** TERM1NAL TYPE L15T BEG1N ** 
1.VT100 2.XW1NDOW 3.5UNV1EW 
6.TTY#VT 7.TTY#XW 8.TTY#PC 




PLEA5E KEY 1N "TERM1NAL TYPE" (E:END，y'X:XTERM6683，NULL:HELP) ーーー〉
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端末タイプ*1端末モード|適用される端末側ソフト|漢字コード l
VT100 F6650 VT100エミュレータ EUC 
XWINDOW F6650 kterm EUC 
SUNVIEW F6650 Sunview EUC 
PC F6650 PC98系での通信ソフト ShiftJIS 
FMG F6650 FMG系での通信ソフト ShiftJIS 
TTY#VT TTY VT100エミュレータ 7-JIS 
TTY書XW TTY kterm 7-JIS 
TTY#PC TTY PC98系での通信ソフト 7-JIS 
TTYTRANS本本 TTY (意識しない)







KEQ56700A ENTER USERID -
翠玉翠















JCET005 SYSTEM READY 
logon tss xxxxx 
KEQ56714A ENTER CURRENT PASSWORD FOR XXXXX-
#1.BM#WK85XMB 
MSPの利用を終えて、ログオフすると、
KEQ542201 SESSION ENDED 
















SUN-WS System Type 
Sun(General) ============> 1 
Sun(Fortran system) ========> 2 
Sun(Mathmatica) ============> 3 
Sun(S system) ============> 4 
Sun(Atlas) ============> 5 
Return to main menu ======三=> 0 



























デジタルホン I9600bps 9600bps 
3621 (代表)
接続形態 |モデム開通信速度 i転送速度










JCET005 SYSTEM READY 
LOGON TSS XXXXX 




























MSP(汎用 OS) msp.cc.nagasaki-u.ac.jp 133.45.26.6 
UXP uxp.cc.nagasaki-u.ac.jp 133.45.40.1 
アドレス照会サーバ address.cc.nagasaki-u.ac.jp 133.45.16.3 
TTY端末中継サーパ gatekeeper.cc.nagasaki-u.ac.jp 133.45.17.17 
メールボックスサーバ mboxhost.cc.nagasaki-u.ac.jp 133.45.16.2 
ニュースサーバ newshost.cc.naεasaki -u. ac. jp 133.45.8.13 
3.1 MSPへ直接接続して利用する方法
msp . cc . nagasaki -u. ac . j p tc telnet接続した場合、 2.1.2節と同じ手順で利用できる。
例えば、
Y. telnet 133.45.26.6 
Trying 133.45.26.6 ... 
Connected to 133.45.26.6. 
Escape character is 勺'・






Y. telnet 133.45.40.1 
Trying 133.45.40.1 . 
Connected to 133.45.40.1. 
- 148ー
Escape character is '-]'. 


























if [ $# != 1 J then 




wait1=5 wait2=3 wait3=20 
addr=‘ 
(sleep $wait1; echo center2; sleep $wait2; echo $1; sleep $wait3) I 
telnet $query I 
awk '/~ADDRESS / { print $2 }' 




1. sh cctelnet sun 
Connection closed by foreign host. 
Trying 133.45.24.2 ... 
Connected to 133.45.24.2. 
Escape character is '~J' ・









3.4 端末中継サーバを経由して利用する方法 (MSP，UXP，SUNWS) 
gatekeeper. cc .nagasaki -u. ac. jp K telnet接続し、ログイン名 center を入力
すると、 2.1節と同じメインメニューが現れる。






サーバホスト名 mboxhost.cc.nagasaki-u.ac.jp newshost.cc.nagasaki-u.ac.jp 
接続手順 PopV.3及び SMTP NNTP 
接続実績クライ Eudora (Machintosh) gn， GNpS (UNIX) 





換が必要な場合があるが、 SUNWSや UXP上にある unix2dostxt，dos2unixtxtコ
マンドが使える。
また、 SUNWSの場合、図 1と同様にして、アドレスを問い合わせ、そとへ ftpする
(図 1の下から 2行自の telnetをftptc置き換えるだけでよい)。
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MSP tc対しでも、以下のように通常の ftpでファイル転送できる。とれは、 MSP上
の'F1234.FTPTST.TEXT'をローカル側の ftptstという名前のファイルに転送する例で
ある。
1. ftp 1.33.45. 26 . 6 
connected to 133.45.26.6 '. 
220 Service ready for new user 
Name (133.45.26.6:f1234): 主23全
331 User name okay， need password 
password: 一一
230 User logged in， proceed 
ftp> 1.呈
200 Command okay 
150 Open data connection 
F1234.FTPTST.TEXT 
226 File transfer complete 
25 bytes received in 0.24 seconds (0.1 Kbytes/s) 
ftp> get f1234.ftptst.text ftptst 
200 Command okay 
150 File status okay;about to open data connection 
226 File tra且sfercomplete 
local: ftptst remote: f1234.ftptst.text 
1722 bytes received in 0.12 seconds (14 Kbytes/s) 
ftp> quit 
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70， 000 I 
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1 2月 24日(火) 機種更新のための仕様策定委員(7名)の任命




3 0日(木) 第 3回仕様策定委員会開催
2月 20日(木) 第 4回仕様策定委員会開催
2 9日(土) 機種更新のための官報へ入札公告予定の公示
3月 9日(月) 第 5回仕様策定委員会開催
3 1日(火) 第 6回仕様策定委員会開催
4月 2日(木) 取扱業者へ仕様原案説明会開催
2 3日(木) 第 l回運営委員会開催





6月 1 -.3 国立大学情報処理センター協議会出席(東京水産大学)
5日(金) 機種更新のための技術審査職員の任命
1 2日(金) 機種更新のための入札・仕様書説明会
1 3日(土) 第 3端末室クーラ故障による調整












2 8日(月) 第 2回運営委員会開催
第 l回広報専門委員会開催




(10/2 7--2/2 8の間 19 : 0 0迄)
2 8日(水) 基幹LAN工事は協和機気工業に入札決定
1 1月 13日(金) 学内LANの輸を広げようミーティング/92開催
2 6日(火) 「電子メール利用入門」講習会開催
1 2月 3日(木) 大阪大学大型計算機センターより事務研修者 3名来校
6日(金) 大学問ネットワーク利用入門講習会開催






































8:50.......10:20 10:30.......12:00 12:50.......14:20 14:30........16:00 
材料:電子計算機概論 ァ。
教養:情報処理 E 構造:電子計算機概論 応用:電子計算機概論 機械:ソフトウェア演習 J(c 
教養;情報処理 E 機械:ソフトウ 7 ア演習 /'k 




8:50.......10:20 10:30.......12:00 12:50.......14:20 14:30.......16:00 
教養:情報処理 E 社会:コンビュータ情報処理 教養:情報処理 E ;J-為
機械:機械情報処理 教養:情報処理 E /拘




8:50.......10:20 10:30-12:00 12:50-14:20 15:15.......17:40 
教育 : 家 庭 科
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9.平成4年度センター利用申請課題一覧
部 局 学科・学科目 身分 氏 名 課 題
【 研究用課題 】
教育学部 国 圭n五c 教授 山口康子 国語学・国文学・言語学・日本語教育学に関する
文献情報検索
11 " 助教授 中原 豊 国文学研究のための文献検索
" 社 ぷ~ 助教授 西原 純 地理的事象の統計解析
" " 助教授 西原 純 戦後の流通システムの変化と都市圏における卸売
業の立地変化
" " 助教授 西原 純 長崎における居住構造の分析
" " 助教授 西原 純 日本都市システムの研究
" " 助教授 西原 純 我が国の卸売流通システムの実証的研究
" " 助教授 西原 純 都市住民の居住構造の分析
" 数 H子4ム 教 授 鷲尾忠司 代数関数論
" " 教 授 鷲尾忠司 代数系
" " 教授 鷲尾忠司 整数論
" " 教 授 菅 原 民 生 数学教育への応用
" 理 科 教 授 荒 生 公 雄 太陽放射の気象および気候学的作用
" " 教 授 荒 生 公 雄 長崎市の気象環境・
" " 教授 荒 生 公 雄 気象統計解析
" " 教 授 福山 豊 物理教育の情報検索
" " 助教授 山路裕昭 科学カリキュラム改善のための基礎的研究
" " 講 師 近藤 寛 海底堆積物の粒度組成と脂質成分
" 保健体育 助教授 山内正毅 Limb positioning movementsとHemispheric
special izationとの関係
" " 講 師 中山雅雄 スポーツの効果的コーチングに関する研究
" 工業技術 助教授 松原伸一 プログラミング教育支援システムの開発
" 家 庭 教 授 鈴木 淳 繊維の物理的性質に関する研究




部 局 学科・学科目 身分 氏 名 課 題
教育学部 家 庭 講師 伊波富久美 家庭科教育に関する研究
11 教育 学 科 教授 相川勝代 雲仙・普賢岳災害の長期化が子どもの心身の健康‘
と学校教育に与える影響に関する研究
11 11 助教授 上薗恒太郎 子どもの死の意識研究
1歪済学部 経済学科 教授 藤森利美 環境データの統計解析
11 11 教授 山 下正喜 企業取引情報の経営管理への適用
11 経営学科 助教授 村 田 嘉 弘 2次元量子重力とパンルべ方程式
11 11 助教授 吉 山 輝 子 財務会計論
11 7 7イナンス学科 教授 内田 滋 r 金融構造に関する数量的研究
医学部 解剖学第三 助手 宮西隆幸 ミオシンATPaseの立体構造解析
11 薬理学第二 教授 谷山紘太郎 薬理学研究に関する文献検索
11 衛 生 f点孟t 助教授 守山正樹 小児の発育に関する統計的分析
11 11 助教授 守 山 正 樹 小!足と高齢者の健康に関連する要因分析
11 11 講師 岩 田 孝 吉 地域基幹病院を中心とした地域保健の展開に関す
る研究
11 11 院生 伊 藤 恵 子 高島町健康調査データの分析と応用に関する研究
11 11 院生 伊藤恵子 高島町国保レセプトの集計分析
11 11 院生 山崎富浩 長崎県離島の健康データの分析
11 公衆衛生学 教授 竹本泰一郎 慢性疾患の疫学
11 11 教授 竹本泰一郎 熱帯における高度順応
11 11 教授 竹本泰一郎 島唄生態における健康問題
11 11 講師 和泉 喬 漁村保健
11 11 院生 山口景子 食生活調査結果の解析
11 形成外科学 院生 秋 田定伯 頭蓋・顎・顔面における有限要素法によるシミュ
レーション
11 生科学教室 助手 中山享 蛋白質の分子進化






部 局 学科・学科目 身 分 氏 名 課 題
Jrb 歯学部 口腔解剖学第一 助手 真鍋義孝 形質人類学における統計処理
11 口腔解剖学第二 教 授 高野邦雄 生物学分野に於ける情報検索
11 口腔生理学 助教授 山田好秋 岨鴫システムの解明
11 11 助手 宮本武典 味覚研究に関する情報収拾
11 11 院 生 内 田昌徳 ニューロコンビュータの歯学への応用
11 口腔生科学 助手 馬場 友 巳 文献情報検索
11 11 院 生 柴田恭明 唾液腺腫虜の細胞生物学的解析
11 歯科薬理学 助 手 坂井 英 昭 細胞内アスバルティップロテアーゼ‘の生合成経路
11 歯科理工学 助 手 有働公一 高分解能電子顕微鏡像のシミュレーション
/1 11 助 手 田中康弘 歯科用合金の物性研究
11 11 院 生 岩沼 健 児 Aax-(AgO.24 CuO.76)rx擬2元系合金に対するpc
添加の影響
11 予防歯科学 講 師 川崎浩二 麟蝕の疫学、歯牙硬組織の再硬化
/1 /1 講 師 稲葉大輔 歯質ミネラルの画像解析による定量評価
11 11 助 手 村 田秀明 歯周病関連細菌の遺伝子解析
/1 /1 助 手 田口円裕 小児の偏蝕有病に関する要因分析
/1 /1 助 手 好川 正 レーザ照射による・エナメル質の性状変化に関する
研究
/1 歯科矯正学 教 授 小林 和 英 矯正力の顎顔面頭蓋への伝達機構
/1 /1 助教授 鈴木 弘 之 頚骨のリモデリングと応用力の関係
/1 /1 助教授 鈴木 弘 之 データベースと矯正臨床
/1 11 講師 丸山 陽 一 ARモデルによる生体信号処理
/1 歯科保存学第二 助手 阿部嘉裕 接合上皮の接着機構とその細胞動態について
/1 歯科補綴学第二 助教授 佐藤博信 顎機能に関する補綴学的研究




部 局 学科・学科目 身分 氏 名 課 題
歯学部 歯科放射線学 教 授 中村 車 放射線照射により誘導される遺伝子のクローニン
グ
11 11 講 師 大喜雅文 歯科X腺防護に関する研究
11 11 技 官 山田敏郎 放射線防護に関する情報収集
薬学部 医療薬剤学 教 授 金戸 j羊 阪大及び九大のデータベース利用
11 11 助手 伊藤 潔 データベースの利用
11 11 院 生 キタゾ/ 7ナ データベースの利用
11 医薬品設計学 助教授 木下敏夫 分子軌道法の利用研究
11 '医薬品資源学 助教授 芳本 忠 蛋白質の構造及び遺伝情報の処理
11 11 助教授 芳本 忠 酵素反応速度解析
11 保健衛生薬理学 講師 有薗幸司 データベースの利用
工学部 機械システム工学科 教授 今井康文 機械材料の弾塑性変形と強度
， 
11 11 教授 今井康文 アイソパラメトリック要素を用いた有限要素法
11 /1 教 授 石田正弘 過給テ.イーゼル機関の燃料噴射および燃焼に関す
る研究
11 /1 教 授 石松隆和 人体頭部の 3次元形状計測
11 11 教授 石松隆和 産業用ロボットの制御演算について
11 /1 教 授 石松隆和 三次元形状データの処理方式について
/1 1/ 教 授 木須博行 一般逆行列による接触問題の解析
/1 1/ 教 授 木須博行 ナビエーストークス方程式の境界要素解析
1/ 1/ 教 授 木須博行 非定常熱応力の計算
1/ 11 教授 木須博行 衝撃問題の数値解析
1/ /1 教 授 児玉好雄 二重反転式軸流送風機の研究
11 11 教 授 茂地 徹 伝熱の計算
11 1/ 教 授 茂地 徹 外部流動沸騰熱伝達の研究
11 /1 教 授 茂地 徹 熱力学の計算
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部 局 学科・学科目 身分 氏 名 課 題
工学部 機械システム工学科 教授 茂地 徹 膜沸騰における放射伝熱の影響
11 11 教授 茂地 徹 冷媒の熱物性値の計算
11 11 教授 茂地 徹 伝熱促進の計算
11 11 教授 茂地 徹 熱物性値プログラム・パッケージPROPATHの開発
11 11 教授 茂地 徹 冷媒熱物性値のプログラムパッケージの作成
11 11 教 授 西田知照 CAD/CAMに関する研究
11 11 助教授 植木弘信 テeイーゼル機関に関する研究
11 11 助教授 高瀬 徹 有限要素法による応力解析
-ー11 11 助教授 林 秀千人 二次元粘性流れの数値計算
11 11 助教授 扇谷保彦 自由曲面加工アルゴリズムの開発
11 11 講師 森山雅雄. 人工衛生データを用いた地域環境のモリタリング
11 11 講師 桃木 悟 冷媒の管内蒸気熱伝達の研究
11 11 助 手 山田 船 臨界領域を含む水蒸気の熱力学的性質の研究
11 11 助 手 山田 船 伝熱促進に関する研究
11 11 助 手 坂口 大 作 遠心送風機に関する研究
11 11 助手 下本 陽 一 H∞制御に関する研究のため
11 11 技官 今 井清利 機械系CADシステムめ高度化
11 11 技官 小島 龍 広 NCプログラミング支援ソフトの開発に関する研究
11 11 研究生 路貴峰 テeイーゼルエンジンの燃焼に関する研究
11 11 院生 黒 川隆司 自動制御特論 I“C言語cUNIX"
11 11 院生 渡遁真祐 協調制御するロボットのプログラム開発
11 11 院 生 神谷 哲 温度助走区間における環状流路内の対流熱伝達に
関する研究
11 11 院生 タウ77ンスうナ 遠心送風機に関する研究
11 11 院生 岡本 敏 下向き面の膜沸騰熱伝達に関する研究
11 11 院生 森 田喜勝 偏心環状流路内の属流熱伝達の解析
イ{ぷ
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部 局 学科・学科目 身分 氏 名 課 題
工学部 機械システム工学科 院生 八 並 洋 二 自動制御得論I"C言語とUNIX
1/ 1/ 院 生 去 川 淳 一 環状流路内の速度助走区間における対流熱伝達に
関する研究
1/ 1/ 院 生 重広禎充 協調制御に関するプログラム開発
1/ 1/ 院 生 森田敬太 三次元計測に関するプログラム開発
1/ 1/ 院 生 津田 英 之 大型構造物の三次元計測の研究
1/ 1/ 院 生 中村ー記 水平下向き面の沸騰熱伝達に関する研究
t( 工学部 電気情報工学科 教 授 黒田英夫 画像信号の高能率符号化のための信号処理
1/ 1/ 教 授 竹中 隆 電磁波散乱問題に関する研究
1/ 1/ 教 授 竹中 隆 電磁波散乱問題に関する研究
1/ 1/ 教 授 竹中 F釜 電磁波散乱問題に関する研究
1/ 1/ 教 授 田中和雅 レーザ通信に関する研究 l 
1/ 1/ 教 授 松 尾 博 文 汎用高速インテリゼントパワースイッチに関する
研発
1/ 1/ 教 授 松 尾 博 文 電流インジェクト形DC-DCコンパータに関す
る研究
1/ 1/ 教 授 山田英二 パワーエレクトロニクスの応用に関する研究
1/ 1/ 教 授 小山 純 ACサーボモータに関する研究
1/ 1/ 助教授 伊藤 員 あひる解とカオスの解析
1/ 1/ 助教授 田口光雄 プリントアンテナの解析
1/ 1/ 助教授 田口光雄 線状アンテナの解析
1/ 1/ 助教授 田口光雄 線状アンテナの解析
1/ 1/ 助教授 辻 峰男 システムシミュレーションの研究
1/ 1/ 助教授 辻 峰男 パワーエレクトロニクス回路の解析と設計
1/ 1/ 助教授 辻 峰男 ベクトル制御に関する研究
1/ 1/ 助教授 辻 峰男 オブザーバに関する研究
1/ 1/ 助教授 辻 峰男 ファジィ制御に関する研究
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部 局 学科・学科目 身分 氏 名 課 題
工学部 電気情報工学科 助教授 辻 峰男 サイリスタ変換器一電動機系の解析と設計
11 11 助教授 辻 峰男 サイリスタ変換器-電動機系のシュミレーション
11 11 助教授 辻 峰男 現代制御理論の応用に関する研究
11 11 助教授 辻 峰男 ACサーボシステムの解析
11 11 助教授 辻 峰男 ディジタル制御に関する研究
11 11 助教授 鶴丸 弘 昭 自然言語の機械処理に関する研究
11 11 助教授 鶴丸弘昭 自然言語の機械処理に関する研究
11 11 助教授 鶴丸弘昭 自然言語の機械処理に関する研究
伊.
11 11 助教授 樋口 岡4 リニアモータの最適設計に関する研究
11 11 助教授 樋口 岡4 半波整流ブラシなし同期電動機の解析
11 11 助教授 樋口 剛. 有限要素法による永久磁石モータの解析
11 11 助教授 福永 博 俊 電磁界と熱の複合計算機解析
11 11 助教授 松田良信 ダロー放電の粒子シュミレーション
11 11 助教授 田中俊幸 電磁破放射に関する理論的研究
11 11 助 手 泉 勝弘 テ.ィジタル制御に関する研究
11 11 助 手 泉 勝弘 テeィジタル制御に関する研究
寸
1/ // 助 手 黒川不二雄 高速DSPに関する研究
11 // 助 手 中村千秋 電気情報工学科LAN試験
1/ // 助 手 藤村 誠 画像符号化に関する研究
// // 技 官 岩崎昌平 レーザ通信に関する研究
// 11 技 宮 岩永雅洋 交流励磁併用方式ステッピングモータの解析
// // 技 官 浦 憲一郎 高調波電流の軽減に関する研究
11 11 技官 浦 憲一郎 現代制御理論のパワーエレクトロニクスへの応用
11 11 技官 筒井 宣 雄 三相サイクロコンバータの高調波解析
// 11 技 官 野 村 謙 次 レーザ通信に関する研究
ュ(/
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部 局 学科・学科目 身分 氏 名 課 題
工学部 電気情報工学科 院生 阿部浩 磁気コアにおける磁気特性の計算機シュミレーシ
ョン
11 11 院生 原野信也 接地誘電体スラプ上のストリップからなる有限周
期格子による電流分布
11 11 院生 坂 本 浩 一 レーザビームに対するアポテeィゼーションの研究|
11 11 院生 塚本竜太 PWMサイクロコンバータに関する研究
11 11 院生 椋木 誠 電磁波散乱問題に関する研究
い
11 構造工学 科 教授 小森清司 部分荷重をうける床板の応力解析
11 11 教授 小森清司 PC板埋設型枠を用いた鉄筋コンクリート床スラプ
局の応力解析
11 11 教 授 小森清司 鉄筋コンクリート床スラプの耐力とたわみ
11 11 教 授 崎山 毅 補剛アーチの複合非線形挙動に関する研究
11 11 教授 崎山 毅 補剛アーチ動的挙動に関する研究
11 11 教授 崎山 毅 アーチの物荷力解析
11 11 教授 崎山 毅 斜板の曲げ解析法に関する研究
11 11 教授 崎山 毅 地盤上に置かれた変断面梁の振動応答解析
11 11 教授 崎山 毅 非対称形3ヒンジアーチの固有振動解析
11 11 教授 崎山 毅 変厚板の耐荷力解析 . 
/1 /1 教 授 崎山 毅 種々の境界条件を有する変厚矩形板の固有振動解
析
11 /1 教 授 崎山 毅 動的応答時の梁構造物の可動支承の挙動について
11 11 教 授 崎山 毅 地震を受ける曲線橋の移動特性
11 11 教 授 末岡禎佑 混合法による構造要素の解析法に関する研究
11 11 教 授 末岡禎佑 混合法による立体構造物の解析法に関する研究
11 11 教授 築 地 恒 夫 曲線構造物の解析
11 11 教授 築地恒夫 低次元モデルによる板の変形解析
11 11 教授 築 地 恒 夫 レイリ・リッツ法による力学問題の解析
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部 局 学科・学科目 身分 氏 名 課 題
工学部 構造工学科 教 授 築地恒夫 曲線はりの振動
" 11 教授 築地恒夫 板構造物の塑性解析
11 " 教 授 築地恒夫 有限要素法によるねじれた板の振動解析
" " 教 授 築地恒夫 回転している板の振動解析
" 11 教 授 中島正樹 残留応力と軟化域が存在する場合の疲労き裂伝播
解析
" 11 助教授 修行 稔 構造物の非称形内容
11 11 助教授 修行 稔 変断面角形鋼管柱の終局強度
11 " 助教授 修行 桧 鋼管鉄塔高片継足の設計法
11 11 助教授 修行 稔 鋼管鉄塔高片継足の弾塑性座屈
" 11 助教授 修行 稔 鋼立体骨組の動的弾塑性応答
11 " 助教授 修行 稔 ねじりを受ける鋼部材の弾塑性挙動
" 11 助教授 修行 稔 大規模立体骨組の三次元解析. 
11 11 助教授 修行 稔 鋼管部材の弾塑性座屈
11 11 助教授 修行 稔 GRAPHMANによる図形処理
〆F 11 助教授 修行 稔 鋼管鉄塔片継足の局部座屈
11 11 助教授 原田哲夫 コンクリートの強度及び変形挙動に関する研究
11 " 助教授 原 田哲夫 定着用膨張材を用いた連続繊維緊張材の定着部の
挙動解析
11 11 助教授 松田 J告 FEMによる幾何学的及び材料非線形解析
11 11 助教授 松田 浩 偏平シェルの複合非線形解析
11 11 助教授 松田 浩 板・シェルの簡易解析法
11 助教授 松田 浩 従動衝撃力を受ける柱の応答解析
11 11 助教授 松田 浩 RC梁のひびわれ発生状況解析
11 ん， 助教授 松田 浩 衝撃力を受ける梁および柱の衝撃応答解析
11 11 助教授 吉武 裕 クローン摩擦をともなう振動系の解析
11 11 助教授 吉武 裕 構造物の非線形振動の解析
'.) (ン
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部 局 学科・学科目 身分 氏 名 課 題
工学部 構造工学 科 講 師 馨原真一 鉄筋コンクリート部材のせん断破壊に関する研究
" " 講師 勝目順一 線状加熱による曲げ変形挙動の数値解析
" " 助 手 青木孝義 諌早眼鏡橋の構造特性に関する研究
" " 助 手 森田 千 尋 偏平シェルの耐荷力解析
" " 助 手 森田千尋 3ヒンジアーチの幾何学的非線形解析
" " 技官 阪上直美 学科内LANの構築及び汎用機との分散処理形態の
検討
" 11 技官 阪上直美 数値計算法について
" " 技 官 阪上直美 数値計算法について
" " 技 官 白漬敏行 有限要素法による平面問題の解析
" " 技官 自演敏行 有限要素法による平板問題の解析
" " 技官 白漬敏行 曲面板の解析法に関する研究
" " 技宮 自演敏行 建築構造物の動的解析に関する研究. 
11 11 技官 山下 務 レイレ・リッツ法による構造物の解析
" 11 院生 池 田 和 成 殻の解析法に関する研究
" 11 院生 松浦慎一郎 遠心力場にあるねじれた円筒曲板の振動
11 " 院生 溝口幸宏 回転している曲線はりの振動
" 11 院生 川 口 孝 博 回転している円錐曲板の振動
" " 院生 谷 大輔 曲がりかつねじれている板の遠心力による変形の
解析
" 11 院生 江 島 裕 章 複合材料を用いた長方形板の動的安定解析
斗L
工学部 社会開発工学科 教授 後藤恵之輔 リモートセンシングの土木工学への適用に関する
研究
" " 教 授 後藤恵之輔 舗装構造の最適設計
" " 教 授 後藤恵之輔 地すべり防止抗の力学的挙動に関する研究
" 11 教 授 後藤恵之輔 人工衛生データの利用開発
iリ " " 教 授 富樫宏由 湾水振動解析
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部 局 学科・学科 目 身分 氏 名 課 題
工学部 社会開発工学科 教 授 富樫宏由 河川内振動の解析
11 11 教授 富樫宏由 大村湾の潮流解析
11 11 教授 野口正人 諌早湾防災干拓事業に伴う水環境変化の予測
11 11 教 授 野口正人 下水道における不圧・被圧両流れの遷移流解析
11 11 教授 野口正人 都市域雨水排除モテソレ:MUMEROUSを用いた汚濁流
出解析
11 11 教 授 野口 正 人 最新の流域情報を考慮した流出解析モデルの開発
11 11 教授 野口 正 人 都市域雨水排除モデルの開発
11 11 教授 野口 正 ム 都市域からの汚濁流出予測
11 11 教授 古本勝弘 k-ε モデルによる乱流計算
11 11 教授 高橋和雄 ケーブルの12分数調波共振のカオスへの移行
11 11 助教授 岡林隆敏 走行車両による道路橋の不規則応答解析
/1 11 助教授 岡林隆敏 確率論的構造力学に関する研究
/1 11 助教授 岡林隆敏 伸縮継手部段差による道路橋振動と動的倍率に関 l
する研究
11 11 助教授 棚橋由彦 土構造物の応力・変形・安定解析
11 11 助教授 棚 橋由彦 土木材料の構成則とその応用に関する研究
. 
/1 11 助教授 棚 橋由彦 土質力学演習
11 11 助教授 棚橋由彦 三次元浸透流解析とその応用
11 11 助教授 棚橋由彦 歴青材料を塗布した鋼矢板の効果判定に関する研
，プbし
助教授 棚橋由彦 土砂災害の統計処理
11 11 助教授 中 村武弘 内湾の海水交換に関する研究
11 11 助教授 中村武弘 都市排水モテソレの数値計算
11 /1 助教授 中村武弘 大村湾の流れの数値計算
/1 11 助教授 中村武弘 流れの数値計算
11 11 助教授 中村武弘 洪水氾濫モデルの数値計算




部 局 学科・学科目 身分 氏 名 課 題
工学部 社会開発工学科 技官 永田正美 ケーブルの振動
" " 研究生 入江省造『 ケーブルの12分数調波共振のカオスへの移行
11 " 院生 其田 智 洋 非対称積層した複合材料長方形板の動的安定解析
" " 院生 西国 渉 干拓事業に伴う水環境変化の予測に関する研究
" /1 院 生 橋口 間リ 長崎港の浄化に関する研究
/1 " 院生 グ十マン モハマド 高潮災害について
ハサナヴト
/1 " 院生 喜井克浩 都市域からの汚濁流出予測と制御に関する研究
/1 11 院生 武田 誠 佐世保湾・大村湾の潮流現象に関する研究
11 " 院生 中山知之 有明海における火山灰の拡散状況に関する研究
11 11 院生 町田健一郎 偏平ケーブルの主調波応答と分数調波応答
11 /1 院 生 松野 進 ケーブルにおけるカオス
11 " 院生 松野 進 コンビュータによるシミュレーションとグラフィ
ッゲス
1/ 材 料工学科 教授 江頭 誠 機能性セラミックセンサの開発
" /1 教 授 羽 坂 雅 之 金属間化合物における拡散と相変態
/1 /1 助教授 古 川 睦 久 ポリウレタンの構造と物性に関する研究
. 
/1 " 講師 近藤慎一郎 分子軌道法による電子状態の解析
/1 /1 助 手 森 村 隆 夫 多成分規則合金の原子挙動に関する計算機シミュ
レーシレョン
11 11 技官 中 島弘道 材料の物性研究
/1 共 通 講座 助教授 金 丸 邦 康 ふく射伝熱に関する数値解析
/1 11 助教授 金 丸 邦 康 混相流による伝熱流動の数値解析
水産学部 海洋情報科学 助教授 小原茂明 数値流体力学の研究
/1 /1 講 師 高 山久明 漁船船型の安全性と性能評価に関する研究










部 局 学科・学科目 身分 氏 名 課 題
水産学部 1/ 院 生 浦川 由 紀 西部熱帯太平洋域の海洋構造の季節変動
1/ 海洋生物資源学 教 授 夏刈 豊 頭足類の形態についての多変量解析
11 1/ 教 授 平山 和 次 動物プランクトンの遺伝的変異に関する研究
1/ 1/ 助教授 白木原園雄 水産資源動態解析
1/ 1/ 院 生 水田浩二 アジ・サバの資源動態解析
1/ 海洋生物生産学 助教授 飯間 雅 文 有用藻類の増養殖の研究
1/ 1/ 助教授 金 井 欣 也 魚病細菌の分類に関する研究
11 1/ 院 生 樋田史郎 養殖魚類の病理学的研究
11 水産食品学 教 授 谷口 忠 敬 衛生細菌に関する研究
1/ 1/ 教 授 野崎 征 宣 魚類タンパク質の変性と水の存在形態とに関する
研究
1/ 1/ 助教授 赤枝 宏 水産物における有害化学物質の動態に関する研究
1/ 附属水産実験所 教 授 多部田修 魚類の生活史及び養殖等に関する研究
1/ 1/ 助教授 石松 惇 赤潮プランクトンによる魚類へい死機構
11 練習船長崎丸 助手 小妻 勝 海事衛生を利用してのTS処理
~\ 教養部 経 済 ~ 教授 姫野順一 学術情報等の情報検索
11 統 計 ~ 教 授 寺崎 康 博 所得分布に関する計量分析
1/ 11 教 授 寺崎 康 博 経済発展に関する計量分析
11 1/ 教 授 寺崎 康 博 情報処理教育教材開発
1/ 数 ~ι - 教授 西国憲司 非可換ネータ環の研究
" 物 理 ~比- 教 授 後藤信行 カオスのコンビュータシミュ・レーション
11 " 教授 松島 最 イオン結晶中の不純物による光の発光と吸収につ
いて
" 
1/ 教 授 古賀雅夫 半金属中の音速及び減衰係数の巨大量子振動
" 11 教授 古賀雅夫 ネットワークを利用した研究の共同化
" 化 子.u4ム 助教授 上江田一雄 生理活性ペプチドの相互作用について
之に
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部 局 学科・学科目 身分 氏 名 課 題
教養部 化 ~凶- 助教授 田遺秀二 EXAFSスペクトルによる触媒の構造解析
11 生 物 ~比- 教 授 伊藤秀三 生態環境情報の検索と総合化
11 地 A一比P 教授 松岡敏充 海産パリノモルフについての研究
11 11 講師 武 藤鉄司 電子メールの利用
11 保健 体育 教授 今中 園 泰 運動制御に関する研究および文献検索
11 11 教授 菅 原 正 志 体温調節能に関する研究および文献検索
11 11 教授 田原靖昭 ヒトの身体組成と体力の関係について
11 11 教 授 西津 昭 脳一側優位性からみた運動調節機構の研究
a 
11 11 助教授 回井村明博 身体的発育発達に関する研究
11 日 本 語 . 助教授 福 島 邦 夫 学術情報センターの情報検索
日本事情
11 独 語 助教授 伊藤秀一 ドイツの文字と哲学
熱帯医学 寄生虫学部門 教 授 青木克己 ヶーアにBぞける住血吸虫症の疫学的研究
11 11 助 手 三井義則 データ解析・文献検索
11 原虫学部門 助 手 上村 春 樹 トランス・シアリダンゼの研究
11 11 助 手 中津秀介 マラリアパラサイトの研究
11 11 補佐員 木下美紀 文献情報システムの利用
11 附属熱帯医学 助教授 末永 敏 熱帯病の研究
資 料 室
11 感染動物実験 助 手 松尾幸子 日本脳炎ウィルスに関する研究
海洋生産 海洋環境光学 教 授 富 樫 宏 由 下端放流ゲートの流れ解析
11 海洋環境建設学 教授 高橋 和 雄 宇宙土木構造物の動的安定性
11 11 院生 江島裕章 複合材料を用いた長方形板の動的安定解析
院生 ハヲザン肱肱タハヲト 流出解析とその応用11 11 
11 11 院 生 町田健一郎 偏平ケープルのカオス的挙動






部 局 学科・学科目 身分 氏 名 課 題
ぷ子 商科短大 教 授 奥 田 英 輔 Neurul NetworkのSimulation
/1 助教授 永 星 浩 一 流通市場に関する数理経済学的分析
" 助教授 高木かおる 経済政策の効果分析
/1 助教授 吉田省三 独占禁止法、経済法研究のため法令のデータベー
ス検索
医療短大 一般教育等 教 授 中村 同t 測定誤差の統計的推定への影響
" " 教 授 加藤克知 ヒト形態の計量的解析
" " 助教授 川 崎 千 里 学習障害児の評価法研究
11 " 助教授 船 瀬 広 三 運動制御に関する研究および文献検索
" 11 講師 森 周司 多変量情報量を利用した統計分析法の開発
11 " 助教授 千住 秀 明 胸部理学療法研究
11 " 助手 鶴 崎 俊 哉 新生児行動とその後の発達の関連について
" 作業療法学科 助教授 土 田 玲 子 学習障害及び自閉症にみられる感覚障害について
" 11 助 手 伊藤斉子 人物画における学習障害の特性について
11 11 助 手 上村真紀 分裂病者の評価
11 看護学科 講 師 宮下弘子 小児保健に関する研究
/1 11 助 手 江藤宏美 月経とスポーツ
11 11 助 手 宮原春美 母性保健に関する研究
ター
保健管理 助教授 石井伸子 健康診断データの統計処理
センター
11 助教授 石 井 伸 子 健康診断データの統計処理
11 助教授 湯川幸一 青年期の血清脂質と体格，生活環境との関連
11 技官 内村 政 宣 医療情報のデータベース化とUNIXを利用した坂本
分室とのデータ通信
11 技 官 原田京子 QUERYを利用した学生健康診断データの検索
ょエ
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部 局 学科・学科目 身分 氏 名 課 題
【 事務用課題 】
学生部 入 試 課 事務官 松崎耕治 入試事務システム
11 11 事務官 松崎耕治 入試事務システム
" " 事務官 松 崎 耕 治 入試事務システム
" " 事務官 松 崎 耕 治 入試事務システム
" 入試課教務係 事務官 宮本 賓 教務事務システム
" " 事務官 宮本 賓 教務事務システム
" " 事務官 宮本 賞 教務事務システム
" " 事務官 宮本 賓 教務事務システム
教育学部 A寸~ι 生 係 事務官 下 回 勇 治 教務事務システム
" " 事務官 下 回 勇 治 教務事務システム
経済学部 教 務 係 事務官 早川 7c 教務事務システム
11 " 事務官 早川 7c 教務事務システム
医学部 A子A 生 係 事務官 宮 本 年 彦 教務事務システム
11 " 事務官 宮 本 年 彦 教務事務システム
歯学部 品f峠- 生 係 事務官 小浦正昭 教務事務システム
. 
11 " 事務官 小 浦 正 昭 教務事務システム
薬学部 品十比 生 係 事務官 茂田 優 教務事務システム
" " 事務官 茂田 優 教務事務システム
工学部 教 務 係 事務官 青木繁明 教務事務システム
" 11 事務官 青 木 繁 明 教務事務システム
水産学部 A子.u弘 生 係 事務官 中島恭子 教務事務システム
" 1/ 事務官 中島恭子 教務事務システム
教養部 教 務 係 事務官 峰 徳顛 教務事務システム
11 1/ 事務官 峰 徳顛 教務事務システム
2 L¥ 
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部 局 学科・学科目 身分 氏 名 課 題
附属図書 情報管理課 事務官 戸 川 和 夫 システム保守用
" 雑誌管理係 事務官 原 双美 目録業務用
" システム管理係 事務官 下回研一 システム保守用
" 参考調査係 事務官 吉村 淳 情報検索用CNACSIS-IR)
" 医 学 分館 事務官 喜多芳明 情報検索用CNACSIS-IR)
" 経済学部分館 事務官 松 嶋 勝 顕 情報検索用CNACSIS-IR)
【 教育用課題 】
教育学部 助教授 田中俊幸 情報処理実習 (24名〉
工学部 機械システム工学科 教授 石松隆和 ソフトウェア演習 1(1 0 4名)
" " 教授 木須博行 機械情報処理(1 0 0名)
工学部 電気情報工学科 教授 黒田英夫・ プログラミング実習(1 4 0名)
" 構造工学科 助教授 修行 稔 電子計算機概論 (90名)
" 11 助教授 修行 稔 電子計算機概論 (80名〉
/1 /1 助教授 修行 稔 電子計算機概論 (70名〉
薬学部 講師 野崎 剛 一 情報処理実習 (44名)
教養部 統 計 チA主4 教授 寺崎康博 情報処理n(7 0名)
. 
" " 教授 寺崎康博 情報処理n(6 5名〉
/1 物 理 A子.u. 教授 古賀 雅 夫 情報処理n(6 5名)
" 助教授 永星浩一 情報処理n(7 0名〉
教養部 講師 野崎剛一 情報処理n(7 0名)
" 講師 野崎剛一 情報処理nC 6 5名)
" 助手 鶴 正人 情報処理n(7 0名)
11 助手 鶴 正人 情報処理n(6 5名〉
医療短大 一般教育等 教授 中村 岡リ 情報科学(1 2 0名)
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【 センター用課題 】
センター 講師 野崎剛一 プログラミング支援システムの研究
11 講師 野崎剛一 ネットワーク・システムの研究
11 講 師 野崎剛一 日本語・知識情報処理
11 講 師 野崎剛一 情報処理教育システムの開発
11 助 手 鶴 正人 センター運用プログラム開発
11 助 手 花田英輔 センター運用プログラム開発
11 事務官 岩 永 淑 幸 センタ一事務処理
11 技官 山口正道 センター運用(課金，登録関係〉
11 技官 山 口正道 センター運用(課金，統計関係用)
11 技官 森内義己 センター運用，課題登録業務
11 技 官 森内 義 己 センター運用，事務処理
11 技官 森 内 義 己 センター運用
11 事務 漬里麗子 センタ一事務処理
補佐員





1 0 . 諸規則
(1 )情報処理委員会規則
(昭和 63年 4月 8日規則第 6号〉
(趣旨)

























































(昭和 63年 4月 8日規則第 5号)
(趣旨)
第 l条 この規則は，長崎大学学則第 9条の 3第 2項の規程に基づき，長崎大学総


































































































1 この規則は，昭和 63年 4月8日から施行する.
2 この規則施行後最初に任命される総合情報処理センター長及び最初に選出され
る運営委員会委員の任期は，第 5条第 3項及び第 7条第 2項の規程にかかわらず，
平成 2年 3月 31日までとする.




(昭和 63年 4月8日規程第 5号〉
(趣旨)
第 i条 この規程は，長崎大学総合情報処理センタ一規則(昭和 63年 4月8日規



































































1 この規程は，昭和 63年 4月8日から施行する.
2 長崎大学情報処理センタ一利用規程(昭和 54年 4月27日規程第 7号)は，
廃止する.





区 分 負 担 金 の 額
演 算 負 担金 演算処理時間 1秒につき O. 5円
プリンタ出力
入 (ラインプリンタ，オ7ィスプリンタ) 1ページにつき 3円
出





















































































































































































































































































































































































キ 医学部 教授竹本 泰一郎
薬学部 助教授八木沢蛤記
熱帯医学研究所 助 教授土屋 勝彦
歯学部附属病院 教授 中村 卓
海洋生産科学研究科 教授 田中 和雅
総合情報処理センター長教授小山 純
総合情報処理センター 講師野崎 剛一
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